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【アフリカとの出会い】 
 私とアフリカとの出会いは、もう 20 年も前のことでした。当時 20 歳だった私は、ある人の紹介で

ケニアの首都ナイロビにあるスワヒリ語学院を知りました。ケニアの方には「JACII 」（Japan Africa 

Culture Interchange Institute ）と呼ばれ、日本人の方には設立者の名前をとって「星野学校」と呼ば

れていました。（故星野芳樹氏が 1975 年 4 月に開校、その後上田氏が学院長を務めるも現在は閉校。） 

 1993 年 4 月ケニア共和国へ渡航、私が最初に出会ったアフリカはケニアであり、星野学校の日々で

した。その後約 2 年間、様々な体験から自分自身を問われ、悩みながらも今の自分があるのは、このア

フリカでの日々があるからだと思っています。 

 あれから約 20 年…。 

 今回の JICA ボランティア活動参加への道と繋がりました。 

 

【JICA シニア海外ボランティア】 

 JICA にはいつくかのボランティア参加方法があります。一番有名なものが青年海外協力隊ではない

でしょうか？青年海外協力隊は、20 歳～39 歳まで、そして今回私が参加しているのが 40 歳～70 歳ま

でのシニア海外ボランティアになります。他にも中南米を中心に行われている日系社会青年ボランティ

アや、日系社会シニアボランティアなどもあります。 

 私は 2016 年 4 月 1 日より「自己啓発休業制度」を使わせていただき、この JICA シニア海外ボラン

ティアの活動に参加させていただきました。 

 

赴任先：カブウェ 

（首都からバスで 2 時間） 

首都：ルサカ 

ビクトリアフォールズ（滝）で 

有名なリビングストン 

ザンビア 

ケニア 
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【JICA 派遣前訓練】 
 各国派遣前には JICA が行う派遣前訓練がありました（福島県二本松市）。朝は 6 時半よりマラソンが

あり、語学訓練を中心に研修を受け、大切な新しい

仲間と出会いました。幼稚園、小学校、中学校、高

校、特別支援と、このタイミングで参加するメンバ

ーは教育関係者も多かったです。 

 

 

 

 

 

                         ※同じザンビアに派遣される同期の仲間 

（向かって左から、理科教育、理科教育、服飾（吉武）、

体育教育、ＰＣ技術支援、コミュニティー開発農業部門） 

 

※同じ生活班のメンバー 
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【出発！】 
羽田空港からエミレーツ航空でドバイへ。ドバイで一度乗り換え 

ただけで、首都のルサカに到着しました。ちょうど 24 時間くらい 

のフライトでした。＜日本との時差－7 時間＞ 

 高い建物が少ないため、ザンビアも空が印象的です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本   午後 2 時 

      ↓ 

ザンビア  朝 7 時 

※布や裁縫道具などを売る店が多い 

カムワラマーケット前の空 

※語学研修をしていたザンビア大学からの空 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【首都ルサカ】 
7 月 5 日（火）ザンビアの首都ルサカに

到着しました。ザンビアは南半球にあるた

め、日本とは季節が逆になります。今が一

番寒い季節です。事前の情報でも聞いてい

ましたが、暖房がなく過ごすには朝晩は寒

く、アフリカのイメージとは異なり、夜は

寒くて目が覚めました。せめて寒くて目が

覚めることを避けたいと、厚手の毛布を売

っている市場へ行き、中国製のポリエステ

ル 100 ％の毛布を購入！日本円で、2900 円

と決して安くはありませんでした。陽気な

毛布売りのおばちゃんと仲良くなり、派手

なメイクやパワーに圧倒されながらも無事

毛布を手に入れました。この毛布のおかけで、夜寒くて目が覚めることはなくなりました。 

【ベンバ語研修】 
首都では JICA ザンビア事務所での研修と現地語の研修を受けました。現地語は各部族の言葉ですが、

派遣される街によって話されている部族語が異なるため、それぞれ自分に必要な部族語を学習します。

首都ルサカでは「ニャンジャ語」が使われていますが、私の場合は「ベンバ語」を勉強しました。現地

語の訓練が5 日間程度しかないため、挨拶ぐらいしか話せるようになっていませんが、この研修を受け、

ザンビアでは、何かを「教える」というような教育プログラムが作られておらず、各先生の裁量による

のだと身をもって体験しました。語学訓練でさえ、私（生徒）は混乱する場面が多く、「教育」は重要

な課題の一つなのだと実感しました。 

「ベンバ語」を少し紹介します。カタカナ読みをすれば発音は問題ありません。英語圏の方より、発

音は日本人には簡単なようで、知っているフレーズを使うと「ベンバ語」が上手だと褒められます。 

 

 

 

 

※首都ルサカにある JICA オフィス前にてザンビア 

事務所の野田所長さんと写真撮影。所長さんは、 

青年海外協力隊で当時、ザンビアに赴任していた 

大先輩でした。 

＜ベンバ語＞   

Mwashibukeni （マシュブケニ＝おはようございます） 

Ishina  lyandi  nine  MARI YOSHITAKE  

（イシナ リャンディ ニネ MARI YOSHITAKE= 私の名前は吉武真理です） 



 

 

 

 

 

 

 

 

【任地の KABWE に到着】 
ザンビア到着直後に説明を受けま

したが、8 月 11 日にザンビアの大

統領選挙を迎えます。通常は 1 ヶ月

間ある首都での研修期間を短縮し、

早めにそれぞれの任地へ行き、自分

の任地での生活に慣れる方がよいだ

ろうと JICA ザンビア事務所の判断

により、研修が短縮されました。大

統領選挙は与党と野党の票が半数ず

つくらいのようで、どちらが勝つの

かわからない状況のようです。地域によっては、デモなどが起き、治安が不安定になることが予測され

るため、JICA の規則で、選挙終了後情勢が安定するまで自分の任地を離れてはいけない、移動制限が

出されています。また、JICA から支給されている携帯電話は常に電源を入れ、例え授業中であったと

しても、JICA からの連絡には必ず出るようにと、研修を受けました（緊急連絡の場合が想定されるた

め）。やはり、日本とは違う途上国ならではのルールなのだと思いました。 

このような事情もあり、予定より早く、既に自分の任地である KABWE（カブエ）に到着しました。

街は今のところ、落ち着いており、特に大統領選挙の影響を感じるような雰囲気はありません。 

配属先である「カブエ技術訓練校（Kabwe Skills Training Institute ）」にも行き、職員の方々にも挨

拶をしていますが、授業は 9 月

からになるため、まだどんな様子

か全然わかりません。日本人の感

覚で見ると、校舎も道具も古く汚

く感じますが、ザンビアのスタン

ダードな学校なのだと思います。

また、実際の授業が始まってから、

学校や生徒、先生方の様子を報告

したいと思います。 

 

 

※「ベンバ語」のテキスト（ベンバ語⇔英語） 

（わかりやすいとは言えません） 

今回は 6 人中 5 人が「ベンバ語」、もう１人は 

「トンガ語」でした。 

※配属先の学校「カブエ技術訓練校」 


